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能　

界　

展　

望　
二
〇
一
九
年
（
平
成
三
十
一
年
／
令
和
元
年
）

�

深　

澤　

希　

望

は
じ
め
に

　

平
成
最
後
の
年
、
二
〇
一
九
年
を
振
り
返
り
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
で
、
時
代
の
大
き
な
変
わ
り
目
と
言
え
る
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

以
下
、
文
中
で
は
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
お
断
わ
り

し
て
お
く
。

　

五
月
一
日
、
新
天
皇
即
位
に
伴
い
「
令
和
」
と
改
元
さ
れ
た
。
こ
れ

を
祝
し
、
国
内
は
東
京
・
神
奈
川
・
京
都
・
大
阪
、
さ
ら
に
海
外
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
、
各
地
で〈
大
典
〉が
上
演
さ
れ
た（
詳
細
は
257
頁
）。

そ
も
そ
も〈
大
典
〉は
、
藤
代
禎
輔（
ド
イ
ツ
文
学
者
）作
詞
、
二
十
四
世

観
世
左
近
作
曲
で
、
大
正
天
皇
即
位
大
典
を
記
念
し
て
一
九
一
五
年
に

初
演
さ
れ
た
演
目
で
、
観
世
流
の
み
が
現
行
曲
と
す
る
。
大
典
奉
告
の

宣
旨
を
受
け
、
平
安
神
宮
を
訪
れ
た
勅
使
た
ち（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
）の

前
に
、
天
女（
ツ
レ
）と
天
津
神（
シ
テ
）が
出
現
し
、
聖
代
を
言
祝
ぐ
と

い
う
粗
筋
で
あ
る
。
横
浜
能
楽
堂
の
企
画
公
演
で
は
、
令
和
の
時
代
に

上
演
す
る
に
あ
た
り
、
西
野
春
雄
が
監
修
・
補
綴
を
つ
と
め
た
。
企
画

に
携
わ
っ
た
経
緯
な
ら
び
に
「
大
典　

令
和
版
」
の
詞
章
が
『
能
楽
研

究
』
44
号
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
七
十
回
京
都
薪
能
で
は
、

〈
大
典
〉を
改
作
し
た
作
品
で
あ
る〈
平
安
〉が
、
改
元
奉
祝
と
七
十
回
を

記
念
し
て
四
十
三
年
ぶ
り
に
上
演
さ
れ
た
。〈
平
安
〉の
初
演
は
、

一
九
六
一
年
の
平
安
神
宮
薪
能
で
、
台
本
制
作
・
演
出
は
片
山
博
通
の

手
に
よ
っ
た
。
く
わ
え
て
、
即
位
礼
正
殿
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
十
月

二
十
三
日
に
は
、
参
列
し
た
外
国
元
首
ら
を
も
て
な
す
内
閣
総
理
大
臣

主
催
の
晩
餐
会
が
開
か
れ
、〈
三
番
叟
〉野
村
萬
斎（
歌
舞
伎
・
文
楽
と

の
共
演
）、
観
世
宗
家
父
子
に
よ
る
能〈
石
橋
〉が
演
じ
ら
れ
た
。

　

新
天
皇
即
位
奉
祝
に
湧
く
と
同
時
に
、
翌
年
に
迫
っ
た
二
〇
二
〇
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
以
下
、「
オ
リ
パ
ラ
」
と
略
称
）に

向
け
て
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
月
二
十
三
日
に
は
、「
能
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
7
─�

2
0
2
0　

第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
同
日
、
能
楽
協
会
と
日
本
能
楽
会
は
会
見
を
開
き
、
本
年
開
催
の

「ESSEN
CE

能
」
に
よ
っ
て
次
年
へ
の
弾
み
を
つ
け
、
オ
リ
パ
ラ
期

間
中
に
は
「
能
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
0　

日
賀
寿
能（
仮
称
）」

を
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
七
月
三
十
一
日
の
会
見

で
は
、
日
賀
寿
能
の
名
称
が
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
能
楽
祭
」
と
決
ま
り
、
組
織
委
員
会
が
主
催
す
る
「
東
京
2
0
2
0
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Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
「
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
能
楽
協
会
は
、
七
月
十
八
日
に
、ICT

（
情
報
通
信
技
術
）

を
利
用
し
フ
ァ
ン
拡
大
を
目
指
す
べ
く
、
富
士
通
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
契
約
を
締
結
し
た
。《
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
》《
多
様
性
》《
幽
玄
》《
多

言
語
対
応
》を
各
回
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
能
楽
の
魅
力
を
凝
縮
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
「ESSEN

CE

能
」（
7
月
31
日
、
8
月
4
日
の
二
日
間

で
四
公
演
。
於
国
立
能
楽
堂
）に
お
い
て
、ICT

の
実
証
実
験
を
行
っ

た
。《
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
》の
回
で
は
、「O

ntenna

オ
ン
テ
ナ
」（
音
の

特
徴
を
、
振
動
と
光
の
強
さ
に
変
換
し
て
、
伝
達
す
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
。
髪
の
毛
・
耳
た
ぶ
、
ま
た
は
衿
元
・
袖
口
に
身
に
つ
け

る
）が
、《
多
言
語
対
応
》の
回
で
は
「RET

ISSA
 D

isplay 

レ
テ
ィ
ッ
サ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」（
眼
鏡
の
よ
う
に
装
着
す
る
と
網
膜
に
英
語
字
幕
を
投
影
。

舞
台
と
同
時
に
字
幕
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
）が
用
い
ら
れ
た
。

　

字
幕
シ
ス
テ
ム
の
充
実
は
他
で
も
見
ら
れ
、
京
都
観
世
会
館
で
は
、

六
月
二
十
三
日
の
例
会
よ
り
「
能
サ
ポ
」
が
導
入
さ
れ
た（
京
都
観
世

会
、
檜
書
店
、
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
、
エ
ヴ
ィ
ク
サ
ー
に
よ
る
事
業
）。

「
能
サ
ポ
」
は
、
初
心
者
を
中
心
と
し
た
日
本
人
・
訪
日
外
国
人
・
聴

覚
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
多
言
語
字
幕
解
説
サ
ー
ビ
ス
で
、
専
用
端

末
に
詞
章
・
日
本
語
解
説
・
英
語
解
説
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
字
幕
を
表

示
す
る
。

　

こ
の
他
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
東
急
文
化

村
主
催
のBunkam

ura

三
十
周
年
記
念
「
渋
谷
能
」
に
お
け
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
友
枝
雄
人（
シ
テ
方
喜
多
流
）、
成
田

達
志（
小
鼓
方
幸
流
）を
世
話
役
に
、
三
十
代
、
四
十
代
の
若
手
能
楽
師

を
シ
テ
と
し
た
催
し
で
、
全
七
回
の
公
演
が
行
わ
れ
た（
詳
細
は
258
頁
）。

観
客
も
ま
た
若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
企
画
で
、
二
ヶ
月
弱
で

二
百
万
円
の
目
標
を
達
成
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
き
っ
か

け
に
新
た
な
客
層
を
開
拓
で
き
た
と
言
う（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
令
和
2

年
3
月
号
の
能
楽
対
談（
座
談
）第
613
回
）。

　

続
い
て
、
能
楽
堂
に
目
を
向
け
る
。
宝
生
能
楽
堂
は
四
十
周
年
を
迎

え
、
記
念
誌
『
能
楽
宝
生
流
』（
平
成
31
年
3
月
）を
刊
行
し
た
。
舞
台

（
能
楽
堂
）の
変
遷
、
流
儀
の
歴
史
、
宝
生
流
の
面
装
束
、
名
人
、
職
分

紹
介
、
現
在
の
活
動
な
ど
、
歴
史
的
な
事
柄
か
ら
現
代
の
活
動
ま
で
を

紹
介
す
る
内
容
。
ま
た
、
一
九
三
五
年
竣
成
の
大
槻
能
楽
堂
は
、

一
九
八
三
年
に
行
っ
た
前
回
改
修
か
ら
三
十
五
年
を
経
て
、
再
び
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
、
七
月
～
十
二
月
に
か
け
て
休
館
し
た
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
四
月
に
は
「
大
槻
能
楽
堂
改
修
勧
進
能
」
を
開
催
し
、
大

槻
文
蔵
が
舞
い
納
め
の〈
安
宅
勧
進
帳
・
延
年
之
舞
〉を
披
露
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
は
、
新
天
皇
即
位
奉
祝
や
、
オ
リ
パ
ラ
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
動
き
に
よ
っ
て
、
能
界
全
体
が
活
気
を
帯
び
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
後
に
待
ち
受
け
て
い
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
に

予
定
さ
れ
て
い
た
多
く
の
催
し
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
た
苦
境
を
思
い

出
す
と
辛
い
。
こ
れ
を
執
筆
し
て
い
る
現
在
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ

る
感
染
拡
大（
第
6
波
）の
最
中
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
、

二
〇
一
九
年
の
生
活
に
は
、
な
か
な
か
戻
れ
そ
う
に
な
い
。
い
ま
だ
渦

中
に
あ
っ
て
見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
が
、
新
し
い
環
境
下
で
の
演
能

に
対
応
し
な
が
ら
、
能
界
が
前
進
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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以
下
、
調
べ
得
た
主
な
舞
台
を
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
、
時
系
列

に
掲
出
す
る
。
個
人
の
還
暦
・
古
希
・
独
立
記
念
等
を
祝
う
会
、
お
よ

び
故
人
追
善
の
会
は
、
多
数
あ
っ
た
が
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
重
要
な
公
演
の
遺
漏
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
催
し

【
新
天
皇
即
位
奉
祝
能
】

◎
住
吉
大
社
「
卯
之
葉
神
事
」
御
即
位
奉
祝
「
大
典
」

　

5
月
6
日
。
住
吉
大
社
吉
祥
殿
。
素
謡〈
神
歌
〉井
上
裕
久
、
仕
舞

〈
高
砂
〉生
一
知
哉
、
仕
舞〈
梅
枝
〉塩
谷
恵
、
能〈
大
典
〉山
階
彌
右
衛
門
。

◎
第
70
回
京
都
薪
能

　

6
月
1
日
。
平
安
神
宮
。
能〈
平
安
〉井
上
裕
久
、
能〈
草
子
洗
小
町
〉

田
茂
井
廣
道
、
狂
言〈
福
部
の
神
勤
入
〉茂
山
忠
三
郎
、
能〈
石
橋
狻
猊
之

式
〉今
井
清
隆
。

◎
御
代
替
り
奉
祝　

賀
茂
御
戸
代
能

　

7
月
1
日
。
賀
茂
別
雷
神
社
。
御
戸
代
会
神
事
、
素
謡〈
神
歌
〉井
上

裕
久
。
薪
能
、
素
謡〈
神
歌
〉井
上
裕
久
、
仕
舞〈
大
典
〉井
上
裕
久
、
仕

舞〈
屋
島
〉大
江
信
行
、
仕
舞〈
東
北
ク
セ
〉橋
本
雅
夫
、
仕
舞〈
小
袖
曽

我
〉橋
本
擴
三
郎
・
勝
部
延
和
、
仕
舞〈
猩
々
〉吉
田
潔
司
、
狂
言〈
末
広

か
り
〉茂
山
千
五
郎
、
能〈
鶴
亀
〉井
上
裕
久
。

◎
横
浜
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演
「
大
典　

奉
祝
の
芸
能
」

　

第
一
日
：
6
月
2
日
は
琉
球
舞
踊
。
第
二
日
：
7
月
20
日
。
尺
八
古

典
本
曲
「
鶴
之
巣
籠
」
神
令
、
地
歌
「
難
波
獅
子
」
藤
本
昭
子
、
箏
曲

「
五
月
晴
」
萩
岡
松

・
堅
田
喜
三
久
、
復
曲
狂
言〈
鷺
〉山
本
則
秀
、

能〈
大
典
〉片
山
九
郎
右
衛
門
。

◎
御
即
位
奉
祝
能　

大
典　

山
階
会

　

10
月
20
日
。
観
世
能
楽
堂
。
連
吟〈
草
子
洗
小
町
〉、
仕
舞〈
難
波
〉木

月
章
行
、
仕
舞〈
岩
船
〉武
田
祥
照
、〈
敦
盛
二
段
之
舞
〉山
階
彌
右
衛
門
、

仕
舞〈
梅
ク
セ
〉山
階
弥
次
、
復
曲
狂
言〈
鷺
〉山
本
則
秀
、〈
大
典
〉山
階

彌
右
衛
門
。

◎
内
閣
総
理
大
臣
夫
妻
主
催
晩
餐
会

　

10
月
23
日
。
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
。
狂
言
・
歌
舞
伎
・
文
楽

〈
三
番
叟
〉野
村
萬
斎
・
市
川
海
老
蔵
・
吉
田
玉
男
。
能〈
石
橋
〉観
世
清

和
・
観
世
三
郎
太
。

◎
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業　

天
神
能

　

10
月
27
日
、
北
野
天
満
神
社（
神
戸
市
）。
新
作
能〈
北
野
天
満
〉上
田

拓
司
。

◎
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
公
演　

能
「
大
典
」

　

11
月
14
～
16
日
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）。
能

〈
大
典
〉片
山
九
郎
右
衛
門
、
狂
言〈
蝸
牛
〉山
本
則
俊
・
山
本
則
重
・
山

本
則
秀（
日
替
わ
り
で
シ
テ
を
勤
め
る
）。

◎
令
和
改
元
奉
祝　

井
上
松
交
会

　

11
月
30
日
、
能
楽
堂
嘉
祥
閣
。
素
謡〈
神
歌
〉浦
部
好
弘
、
素
謡〈
田

村
〉吉
浪
壽
晃
、
仕
舞〈
高
砂
〉橋
本
擴
三
郎
、
仕
舞〈
屋
島
〉橋
本
光
史
、

仕
舞〈
羽
衣
キ
リ
〉佐
伯
紀
久
子
、
仕
舞〈
鞍
馬
天
狗
〉吉
田
篤
史
、
素
謡

〈
梅
〉橋
本
雅
夫
、
素
謡〈
小
鍛
冶
〉吉
田
潔
司
、
能〈
大
典
〉井
上
裕
久
。
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【
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】

◎�
能
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
7
─
2
0
2
0　

第
四
回
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
～
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向

け
、
能
楽
の
未
来
を
展
望
す
る
～

　

1
月
23
日
。
国
立
能
楽
堂
。
狂
言〈
萩
大
名
〉野
村
万
蔵
、
半
能〈
絵

馬
女
体
〉香
川
靖
嗣
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
観
世
清
和
、
宝

生
和
英
、
観
世
銕
之
丞（
能
楽
協
会
理
事
長
）。
司
会
は
野
村
萬
斎（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
閉
会
式
チ
ー
フ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）。

◎�ESSEN
CE

能
～
見
ど
こ
ろ
！
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
・
能
楽
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
～

　

会
場
は
す
べ
て
国
立
能
楽
堂
。
①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応（
日
・
英
字

幕
付
）：
7
月
31
日
。
狂
言〈
蝸
牛
〉野
村
万
蔵
、
能〈
舎
利
〉友
枝
雄
人
。

②
多
様
性（
日
・
英
字
幕
付
）：
7
月
31
日
。〈
三
番
叟
〉野
村
萬
斎
、
能

〈
羽
衣
〉津
村
聡
子
、
半
能〈
船
弁
慶
〉髙
橋
忍
。
③
幽
玄（
日
・
英
字
幕

付
）：
8
月
4
日
。
半
能〈
井
筒
〉朝
倉
俊
樹
、
狂
言〈
狐
塚
〉山
本
則
重
、

能〈
葵
上
梓
之
出
〉豊
嶋
晃
嗣
。
④
多
言
語
対
応（
日
・
英
・
中
・
韓
字
幕

付
）：
8
月
4
日
。
狂
言〈
梟
〉大
藏
彌
太
郎
、
能〈
土
蜘
蛛
〉山
崎
正
道
。

【
記
念
能
】

◎
国
立
能
楽
堂
開
場
三
十
五
周
年
記
念

　

昨
年
八
月
か
ら
年
を
ま
た
い
で
催
さ
れ
た
一
連
の
記
念
企
画
の
最
終

公
演
。
1
月
5
日
、
定
例
公
演
、
能〈
高
砂
〉観
世
銕
之
丞
、
狂
言〈
夷

毘
沙
門
〉善
竹
富
太
郎
。
1
月
12
日
、
普
及
公
演
、
狂
言〈
鐘
の
音
〉佐

藤
友
彦
、
能〈
東
北
〉櫻
間
右
陣
。
1
月
18
日
、
狂
言
の
会
、〈
居
杭
〉大

藏
彌
右
衛
門
、
素
囃
子〈
黄
鐘
早
舞
〉栗
林
祐
輔
・
田
邊
恭
資
・
大
倉
栄

太
郎
、〈
楽
阿
弥
〉野
村
万
蔵
、
復
曲
狂
言〈
竹
松
〉茂
山
七
五
三
。
1
月

25
日
、
特
別
企
画
公
演
「
明
治
150
年
記
念　

苦
難
を
乗
り
越
え
た
能

楽
」
狂
言〈
棒
縛
〉山
本
則
重
、
能〈
道
成
寺
〉観
世
銕
之
丞
。
1
月
30
日
、

定
例
公
演
、
狂
言〈
ぬ
け
か
ら
〉野
村
萬
斎
、
能〈
夜
討
曽
我
大
藤
内
〉辰

巳
満
次
郎
。
ま
た
、
1
月
5
日
～
3
月
21
日
の
会
期
で
、
記
念
企
画
展

「
囃
子
方
と
楽
器
」
が
資
料
展
示
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◎
国
立
劇
場
お
き
な
わ
開
場
十
五
周
年
記
念
特
別
公
演　

狂
言

　

2
月
8
・
9
日
。
国
立
劇
場
お
き
な
わ
。
8
日
、
小
舞〈
鮒
〉野
村
萬

斎
、〈
呂
蓮
〉野
村
万
作
、〈
鮎
〉野
村
萬
斎
。
9
日
、〈
川
上
〉野
村
万
作
、

一
調〈
神
舞
水
波
ノ
伝
〉竹
市
学
、〈
鮎
〉野
村
萬
斎
。

◎
茂
山
千
之
丞
襲
名
記
念
公
演（
東
京
公
演
）

　

2
月
10
日
。
喜
多
能
楽
堂
。〈
末
広
か
り
〉茂
山
千
作
、
茂
山
千
三
郎
、

松
本
薫
。〈
二
人
山
伏
〉茂
山
千
五
郎
、
茂
山
逸
平
、
島
田
洋
海
。〈
素

袍
落
〉茂
山
あ
き
ら
、
丸
石
や
す
し
、
茂
山
七
五
三
。〈
花
子
〉童
司
改

メ
茂
山
千
之
丞
、
茂
山
茂
、
茂
山
宗
彦
。

◎Bunkam
ura

三
十
周
年
記
念　

渋
谷
能

　

会
場
は
す
べ
て
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
。
3
月
1
日〈
翁
〉宝
生

和
英
。
4
月
26
日〈
熊
野
〉中
村
昌
弘
。
6
月
7
日〈
自
然
居
士
〉佐
々
木

多
門
。
7
月
26
日〈
藤
戸
〉髙
橋
憲
正
。
9
月
6
日〈
井
筒
〉鵜
澤
光
。
10

月
4
日〈
船
弁
慶
白
波
之
伝
〉宇
髙
竜
成
。
12
月
6
日
、
舞
囃
子〈
高
砂
序
破

急
之
伝
〉本
田
芳
樹
、
舞
囃
子〈
屋
島
〉観
世
淳
夫
、
舞
囃
子〈
雪
雪
踏
之
拍

子
〉金
剛
龍
謹
、
舞
囃
子〈
安
宅
〉和
久
荘
太
郎
、
舞
囃
子〈
乱
〉佐
藤
寛
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泰
。

◎
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
パ
ー
ク
大
阪
開
場
記
念
公
演
祝
賀
能

　

3
月
1
日
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
パ
ー
ク
大
阪
Ｔ
Ｔ
ホ
ー
ル
。〈
翁
〉梅

若
実
玄
祥
、
舞
囃
子〈
高
砂
八
段
之
舞
〉片
山
九
郎
右
衛
門
。

◎
多
武
峰
談
山
能

　

4
月
16
日
。
多
武
峰
談
山
神
社
境
内
蹴
鞠
の
庭
。
多
武
峰
談
山
能
の

企
画
と
し
て
は
初
の
野
外
奉
納
。〈
翁
〉観
世
清
和
、
能〈
百
万
〉片
山
九

郎
右
衛
門
。

◎
堺
能
楽
会
館
創
設
五
十
周
年
記
念
公
演

　

4
月
21
日
。
堺
能
楽
会
館
。
狂
言〈
末
広
か
り
〉茂
山
千
作
、
一
調

〈
山
姥
〉長
山
禮
三
郎
、
能〈
羽
衣
和
合
之
舞
〉大
槻
文
蔵
。

◎
庄
内
能
楽
館
四
十
周
年
記
念
特
別
公
演

　

4
月
24
日
。
酒
田
市
民
会
館
希
望
ホ
ー
ル
。
地
元
の
子
ど
も
達
に
よ

る
連
吟〈
鶴
亀
〉。
解
説
、
増
田
正
造
。
仕
舞〈
笠
之
段
〉辰
巳
満
次
郎
、

仕
舞〈
玉
之
段
〉武
田
孝
史
、
狂
言〈
舟
渡
聟
〉野
村
万
作
、
能〈
鞍
馬
天

狗
白
頭
〉宝
生
和
英
。

◎
札
幌
能
楽
会
創
立
六
十
周
年
記
念
能

　

7
月
21
日
。
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
。
能〈
隅
田
川
〉塩
津
哲
生
、
狂

言〈
蚊
相
撲
〉野
村
萬
斎
、
能〈
船
弁
慶
重
キ
前
後
之
替
〉観
世
喜
正
。

◎
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
開
通
20
周
年
記
念
し
ま
な
み
海
道
薪
能

　

7
月
21
日
。
大
山
祇
神
社
特
設
能
舞
台
。
仕
舞〈
松
風
〉大
槻
文
蔵
、

狂
言〈
仏
師
〉茂
山
千
五
郎
、
能〈
安
達
原
白
頭
〉観
世
清
和
。

◎
第
五
十
回
記
念　

神
戸
薪
能

　

8
月
1
日
。
長
田
神
社
境
内
特
設
舞
台
。
舞
囃
子〈
天
鼓
〉上
田
拓
司
、

仕
舞〈
高
砂
〉藤
谷
音
彌
、
仕
舞〈
松
風
〉笠
田
昭
雄
、
仕
舞〈
松
虫
〉上
田

公
威
、
狂
言〈
鬼
瓦
〉善
竹
彌
五
郎
、
能〈
船
弁
慶
〉上
田
貴
弘
。

◎
新
潟
開
港
一
五
〇
周
年
記
念　

第
二
十
九
回
新
潟
薪
能

　

8
月
17
日
。
新
潟
市
白
山
神
社
。
舞
囃
子〈
融
〉梅
若
万
三
郎
、
狂
言

〈
樋
の
酒
〉野
村
萬
斎
、
能〈
羽
衣
和
合
之
舞
〉中
村
裕
。

◎
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
─60

th A
nniversary

─

　

10
月
26
・
30
日
。
国
立
能
楽
堂
。〈
鍋
八
撥
〉野
村
万
作
、〈
樋
の
酒
〉

野
村
萬
斎
、
素
囃
子〈
高
砂
八
段
之
舞
〉一
噌
幸
弘
・
田
邊
恭
資
・
亀
井
洋

佑
・
林
雄
一
郎
、〈
髭
櫓
カ
ケ
リ
入
〉野
村
萬
斎
。

◎
大
神
神
社
能
楽
三
輪
山
会
館
能
楽
堂
竣
功
祭

　

11
月
10
～
13
日
。
10
日
、
神
事 

神
楽
浦
安
の
舞
、〈
神
歌
〉大
槻
文

蔵
、
狂
言〈
福
之
神
〉茂
山
忠
三
郎
。
11
日
、
神
事 

神
楽
浦
安
の
舞
、

〈
神
歌
〉観
世
清
和
、
狂
言〈
福
之
神
〉茂
山
千
五
郎
。
12
日
、
神
事 

神

楽
浦
安
の
舞
、〈
神
歌
〉金
剛
永
謹
、
狂
言〈
福
之
神
〉茂
山
七
五
三
。
13

日
、
神
事 

神
楽
浦
安
の
舞
、〈
翁
〉櫻
間
右
陣
、
狂
言〈
福
之
神
〉茂
山

千
五
郎
。
昭
和
四
十
年
に
大
阪
南
地
の
料
亭
大
和
屋
内
に
建
て
ら
れ
た

能
舞
台
を
移
築
し
た
も
の
で
、
鏡
板
は
前
田
青
邨
画
。

◎
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演　

組
踊
上
演
三
百
周
年
記
念 

能
と
組
踊

　

国
立
能
楽
堂
。
11
月
28
日
、
組
踊
「
銘
苅
子
」
宮
城
能
鳳
、
能〈
羽

衣
和
合
之
舞
〉坂
井
音
重
。
29
日
、
組
踊
「
二
童
敵
討
」
眞
境
名
正
憲
、

能〈
放
下
僧
〉観
世
清
和
。

◎
第
二
十
回
記
念　

芦
屋
能
・
狂
言
鑑
賞
の
会

　

11
月
29
日
、
芦
屋
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
。
舞
囃
子〈
高
砂
八
段
之
舞
〉長
山
耕

三
、
狂
言〈
船
渡
聟
〉野
村
万
作
、
一
調〈
三
井
寺
〉観
世
喜
正
・
久
田
舜
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一
郎
、
舞
囃
子〈
班
女
〉観
世
銕
之
丞
、
能〈
葵
上
梓
之
出
〉長
山
禮
三
郎
。

【
新
し
い
企
画
公
演
】

◎
三
人
の
会　

企
画
公
演

　

3
月
10
日
。
観
世
能
楽
堂
。
舞
囃
子〈
春
日
龍
神
〉友
枝
真
也
、
舞
囃

子〈
砧
〉坂
口
貴
信
、
狂
言〈
茶
壺
〉山
本
則
重
、
舞
囃
子〈
弱
法
師
〉川
口

晃
平
、
舞
囃
子〈
熊
坂
〉大
島
輝
久
、
仕
舞〈
頼
政
〉観
世
銕
之
丞
、
小
舞

〈
通
円
〉山
本
則
秀
、
舞
囃
子〈
松
風
〉佐
々
木
多
門
、
舞
囃
子〈
天
鼓
盤

渉
〉谷
本
健
吾
。「
三
人
の
会
」
観
世
流
シ
テ
方
の
谷
本
健
吾
、
坂
口
貴

信
、
川
口
晃
平
、「
燦
ノ
会
」
喜
多
流
シ
テ
方
の
大
島
輝
久
、
佐
々
木

多
門
、
友
枝
真
也
、「
則
重
則
秀
の
会
」
大
蔵
流
狂
言
方
の
山
本
則
重
、

山
本
則
秀
、
三
つ
の
会
に
よ
る
合
同
公
演
。

◎
青
山
実
験
工
房

　

第
三
回
「
能
と
琉
球
芸
能
」
6
月
24
日
、
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
。

Expt.A

「
東
北
」
と
「
軒
端
の
梅
」
～
組
踊
始
祖
・
玉
城
朝
薫
の
仕

舞
一
考
察
～
舞
囃
子
「
東
北
」
清
水
寛
二
。
創
作
舞
踊
「
軒
端
の
梅
」

佐
辺
良
和
、
比
嘉
康
春
作
詞
・
選
曲
、
佐
辺
良
和
作
舞
、
清
水
寛
二
仕

舞
指
導
、
大
野
順
美
原
案
。Expt.B

「
芦
刈
」
と
「
花
売
の
縁
」
舞

囃
子
「
芦
刈
」
清
水
寛
二
。
組
踊
「
花
売
の
縁
」
山
城
亜
矢
乃
、
清
水

寛
二
演
出
、
宮
城
能
鳳
立
方
指
導
、
西
江
喜
春
地
謡
指
導
。

　

第
四
回
「
能
舞
台
か
ら
現
代
の
音
楽
／
表
現
と
能
楽
の
可
能
性
を
創

造
・
発
信
す
る
」
12
月
6
日
。
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
。Expt.A

「
コ

ン
サ
ー
ト
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
武
満
徹
「
ピ
ア
ノ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

高
橋
ア
キ
、
武
満
徹
「
妖
精
の
距
離
」
甲
斐
史
子
・
高
橋
ア
キ
、
武
満

徹
「
悲
歌　

H
IK

A

」
甲
斐
史
子
・
高
橋
ア
キ
、
甲
斐
説
宗
「
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
音
楽
Ⅱ
」
甲
斐
史
子
・
高
橋
ア
キ
、
モ
ー

ト
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
「
パ
レ
・
ド
・
マ
リ
」
高
橋
ア
キ
・
清
水
寛

二
・
飯
名
尚
人
。Expt.B

「
映
像
／
ト
ー
ク
」「
甦
る　

観
世
寿
夫
～

生
前
の
映
像
と
音
源
で
そ
の
世
界
を
振
り
返
る
～
」
ゲ
ス
ト 

渡
邊
守

章
。

◎�

第
二
回
古
典
芸
能
を
未
来
へ
～
至
高
の
芸
と
継
承
者
～
能
楽
歌
舞

伎
囃
子

　

8
月
28
日
。
国
立
劇
場
大
劇
場
。
狂
言
と
歌
舞
伎
に
よ
る
三
響
會
版

〈
三
番
叟
〉野
村
萬
斎
・
市
川
海
老
蔵
・
亀
井
広
忠
・
田
中
傳
左
衛
門
・

田
中
傳
次
郎
、
田
中
流
三
代
に
よ
る
長
唄
素
演
奏〈
西
王
母
〉田
中
佐
太

郎
・
田
中
傳
左
衛
門
・
田
中
傳
次
郎
・
亀
井
忠
昭
・
亀
井
太
一
、
半
能

〈
野
宮
〉観
世
清
和
・
観
世
銕
之
丞
・
亀
井
忠
雄
・
大
倉
源
次
郎
、
長
唄

素
演
奏〈
勧
進
帳
〉田
中
傳
左
衛
門
・
田
中
傳
次
郎
・
田
中
流
一
門
、
舞

踊〈
老
松
〉坂
東
玉
三
郎
・
田
中
傳
左
衛
門
・
田
中
佐
太
郎
・
田
中
傳
次

郎
、
能
と
歌
舞
伎
に
よ
る
三
響
會
版〈
獅
子
〉片
山
九
郎
右
衛
門
・
観
世

喜
正
・
市
川
海
老
蔵
・
亀
井
広
忠
・
田
中
傳
左
衛
門
・
田
中
傳
次
郎
。

【
復
曲
・
新
作
な
ど
】

◎
新
作
能〈
王
昭
君
〉─
国
境
を
越
え
て
─

　

1
月
26
日
。
た
か
い
し
市
民
文
化
会
館
ア
プ
ラ
ホ
ー
ル
。
7
月
28
日
、

M
O
A

美
術
館
能
楽
堂
。
泉
紀
子
脚
本
・
詞
章
、
辰
巳
満
次
郎
節
付
・

演
出
・
主
演
。

◎
能
と
土
岐
善
麿
「
青
衣
女
人
」
を
観
る
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1
月
31
日
。
喜
多
能
楽
堂
。
講
演
：
三
田
誠
広
「
東
大
寺
と
廬
舎
那

仏
」、
河
路
由
佳
「
歌
人
、
土
岐
善
麿
の
一
九
四
〇
年
代
─
“
青
衣
女

人
”
初
演
・
再
演
の
こ
ろ
」。
三
浦
裕
子
解
説
。
新
作
能〈
青
衣
女
人
〉

佐
々
木
多
門
。

◎
第
７
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
狂
言

　

2
月
10
日
。
平
塚
市
中
央
公
民
館
。
お
話
：
中
島
源
吾
「
鎌
倉
ロ
マ

ン
を
伝
え
る
伝
説
の
石
」。
独
吟〈
伏
木
曽
我
〉加
藤
眞
悟
、
仕
舞〈
小
袖

曽
我
〉梅
若
久
紀
・
梅
若
万
三
郎
。
解
説
：
伊
海
孝
充
「
曽
我
兄
弟
の

伝
承
と
能
」。
朗
読
：
丹
羽
幸
江
「「
虎
送
」
の
見
ど
こ
ろ
」。
復
曲
能

〈
虎
送
〉加
藤
眞
悟
。

◎
お
う
み
狂
言
図
鑑
2
0
1
9　

新
作
狂
言
第
９
弾

　

2
月
17
日
。
滋
賀
県
守
山
市
民
ホ
ー
ル
。〈
二
人
袴
〉茂
山
宗
彦
、

〈
柿
山
伏
〉茂
山
千
三
郎
、
書
き
下
ろ
し
新
作
狂
言〈H

O
T
A
L

・

H
O
T
EL

〉茂
山
逸
平
。
作
・
演
出
：
茂
山
童
司
。

◎
古
今
狂
言
会

　

2
月
16
日
、
美
浜
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す
。〈
蚊
相
撲
〉野

村
万
蔵
、〈
舟
ふ
な
〉石
田
康
太
、
新
作
狂
言〈
ク
ロ
ー
ン
人
間
〉南
原
清

隆
。
作
：
南
原
清
隆
、
演
出
：
野
村
万
蔵
。

◎�

新
作
能
「
た
た
か
わ
ざ
る
者
─
ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ロ
ー
と
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ

ラ
イ
ズ
─
」

　

3
月
24
日
。
観
世
能
楽
堂
。
原
作
：
宗
片
邦
義
、
作
能
：
津
村
禮
次

郎
。
新
作
能〈
た
た
か
わ
ざ
る
者
〉津
村
禮
次
郎
、
能〈
羽
衣
和
合
之
舞
〉津

村
禮
次
郎
。

◎BLU
E blood　

土
方
歳
三

　

5
月
11
日
。
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル（
日
野
市
民
会
館
）。
仕
舞〈
竹
生
島
〉

山
中
迓
晶
、
新
作
能〈BLU

E blood　

土
方
歳
三
〉山
中
迓
晶
作
・
主

演
。

◎
籠
神
社
御
鎮
座
千
三
百
年
記
念
事
業　

復
曲
能〈
真
名
井
原
〉

　

5
月
18
日
。
元
伊
勢
籠
神
社
。
仕
舞〈
大
江
山
〉観
世
喜
正
。
復
曲
能

〈
真
名
井
原
〉片
山
伸
吾
。
小
林
健
二
校
訂
・
補
綴
。
片
山
伸
吾
作
能
・

補
綴
。

◎
金
剛
永
謹
能
の
会　

第
33
回
東
京
公
演

　

6
月
9
日
。
国
立
能
楽
堂
。
金
子
直
樹
解
説
。
狂
言〈
樋
の
酒
〉野
村

萬
斎
、
復
曲
能〈
薄
〉金
剛
永
謹
。

◎
復
曲
素
謡《
温
泉
寺
》と
観
世
音
菩
薩
に
ま
つ
わ
る
仕
舞
を
楽
し
む
会

　

8
月
29
日
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
独
吟〈
田
道
間
守
〉田
茂

井
廣
道
、
対
談
「
温
泉
寺
に
つ
い
て
」
小
川
祐
章
・
田
茂
井
廣
道
、
仕

舞〈
竹
生
島
〉田
茂
井
廣
道
、
仕
舞〈
田
村
ク
セ
〉牧
野
和
夫
、〈
玉
鬘
〉河

村
晴
道
、
復
曲
素
謡〈
温
泉
寺
〉観
世
喜
正
・
河
村
晴
道
・
田
茂
井
廣

道
・
林
宗
一
郎
、
仕
舞〈
遊
行
柳
ク
セ
〉観
世
喜
之
、
仕
舞〈
玉
之
段
〉林

宗
一
郎
、
仕
舞〈
温
泉
寺
キ
リ
〉観
世
喜
正
。

◎�

第
十
九
回
静
岡
文
化
芸
術
大
学
特
別
公
開
講
座 

新
作
能
「
竜
宮
小

僧
」

　

10
月
10
日
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
講
堂
。
梅
若
猶
彦
作
。
新
作
能

〈
竜
宮
小
僧
〉井
上
真
珠
乃
・
梅
若
猶
彦
・
泉
雅
一
郎
・
福
王
和
幸
・
井

上
松
次
郎
ほ
か
。

◎
新
作
能
上
演　

高
虎

　

10
月
19
日
。
滋
賀
県
甲
良
町
立
甲
良
中
学
校
体
育
館
。
新
作
能〈
高
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虎
〉浦
部
好
弘
・
浦
部
幸
裕
。
作
詞
：
有
松
遼
一
。

◎
萬
狂
言　

秋
公
演

　

10
月
27
日
。
国
立
能
楽
堂
。
新
作
狂
言〈
二
人
黄
門
〉野
村
万
蔵
。
磯

田
道
史
作
。〈
栗
焼
〉野
村
萬
。〈
宗
論
〉小
笠
原
匡
・
野
村
万
之
丞
。

◎
創
作
狂
言　

里
見
八
犬
伝

　

12
月
7
日
。
千
葉
県
文
化
会
館
。〈
仏
師
〉小
笠
原
匡
、
創
作
狂
言

〈
里
見
八
犬
伝
～
其
ノ
参
〉小
笠
原
匡
。
作
・
演
出
：
小
笠
原
匡
。
制
作

協
力
：
千
葉
大
学
。

◎
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演

　

12
月
25
日
。
国
立
能
楽
堂
。
復
曲
狂
言〈
蜂
〉野
村
又
三
郎
、
復
曲
能

〈
吉
野
琴
〉片
山
九
郎
右
衛
門
。

【
海
外
公
演
】

◎
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
2
0
1
8
能
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

2
月
6
～
10
日 

パ
リ
、
シ
テ
・
ド
・
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム（
6
・
9
日
）〈
翁
〉浅
見
真
州
・
片
山
九
郎
右
衛
門
・
野
村
万

蔵
、
能〈
葵
上
〉浅
見
真
州
。
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
7
・
9
日
）狂
言〈
木
六

駄
〉野
村
萬
、
能〈
清
経
恋
之
音
取
〉梅
若
実
。
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
8
・
10

日
）狂
言〈
二
人
袴
〉野
村
萬
、
能〈
砧
〉浅
見
真
州
。
日
仏
友
好
160
周
年

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
2
0
1
8　

響
き
あ
う

魂
』（
二
〇
一
八
年
七
月
～
二
〇
一
九
年
二
月
）の
能
楽
公
演
。
国
際
交

流
基
金
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
ド
・
パ
リ
主
催
。
文
芸

担
当（
字
幕
等
）西
野
春
雄
。
千
秋
楽
の
十
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
よ

り
野
村
萬
・
梅
若
実
・
浅
見
真
州
の
三
氏
に
芸
術
文
化
勲
章
が
授
与
さ

れ
た（
詳
細
は
265
頁
）。

◎
大
田
楽
・
狂
言　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
公
演

　

5
月
18
日
、
お
神
輿
祭
り（
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
内
）、
大
田
楽
。
5
月
19

日
、
ロ
イ
フ
ヴ
ォ
リ
花
見
祭
り
。
大
田
楽
、
狂
言〈
雷
〉野
村
万
蔵
。
20

日
、
狂
言
公
演（
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
オ
ー
デ
ィ
ー
図
書
館
レ
ジ
ー
ナ
講
堂
）、

狂
言〈
雷
〉野
村
万
蔵
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
日
本
国
交
樹
立
百
周
年
記
念
事

業
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｃ
Ｔ
．
Ｊ
Ｔ
主
催
。

◎
国
交
樹
立
百
周
年
記
念
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
演

　

6
月
26
日
、
ク
ラ
ク
フ
日
本
美
術
技
術
博
物
館
。
28
日
、
ワ
ル
シ
ャ

ワ
国
立
劇
場
。
能〈
羽
衣
〉、
能〈
野
守
〉、
狂
言〈
寝
音
曲
〉。
メ
ン
バ
ー

寺
井
榮（
団
長
）・
浅
見
重
好
・
上
田
公
威
・
田
邉
哲
久
・
岡
本
房
雄
・

清
水
義
也
・
坂
井
音
雅
・
坂
井
音
隆
・
坂
井
音
晴
・
山
中
雅
志
・
寺
井

千
景
・
寺
井
美
喜
・
野
口
能
弘
・
大
蔵
彌
太
郎
・
吉
田
信
海
・
成
田
寛

人
・
幸
信
吾
・
安
福
光
雄
・
徳
田
宗
久
。

◎
宝
生
流　

ア
ブ
ダ
ビ（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）公
演
・
イ
タ
リ
ア
三
都
市
公
演

　

6
月
26
日
マ
ナ
ラ
ー
ト
・
ア
ル
・
サ
デ
ィ
ヤ
ッ
ト（
ア
ブ
ダ
ビ
）。
舞

囃
子〈
安
宅
〉武
田
孝
史
、
能〈
羽
衣
〉宝
生
和
英
。
6
月
28
～
29
日 

ス

ポ
レ
ー
ト（
イ
タ
リ
ア
）、「
ス
ポ
レ
ー
ト
第
62
回
２
つ
の
世
界
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
舞
囃
子〈
高
砂
〉金
井
雄
資
、
狂
言〈
三
番
三
神
楽
式
〉山
本

則
秀
、
能〈
弱
法
師
〉宝
生
和
英
。
6
月
30
日 

カ
ッ
ラ
ー
ラ（
イ
タ
リ

ア
）、
舞
囃
子〈
高
砂
〉武
田
孝
史
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
「
天
女

の
舞
～
能　

羽
衣
～
よ
り
」。
7
月
3
日 

ミ
ラ
ノ（
イ
タ
リ
ア
）、
金
沢

市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
宗
家
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
、
祝
言〈
高
砂
〉佐
野
由

於
。
7
月
4
日 
ミ
ラ
ノ（
イ
タ
リ
ア
）「
加
賀
宝
生
の
能
」
薪
能
、
狂
言
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〈
寝
音
曲
〉山
本
則
秀
・
山
本
則
重
、
能〈
羽
衣
盤
渉
〉宝
生
和
英
。

◎�
梅
若
研
能
会
「
ケ
ル
ン
日
本
文
化
会
館
50
周
年
記
念
ド
イ
ツ
・
ス
イ

ス
能
公
演
」

　

8
月
26
日 
チ
ュ
ー
リ
ヒ（
ス
イ
ス
）、
8
月
29
日 

バ
ー
ゼ
ル（
ス
イ

ス
）、
9
月
1
日 
ケ
ル
ン（
ド
イ
ツ
）、
9
月
3
日 

ベ
ル
リ
ン（
ド
イ

ツ
）。
能〈
乱
双
之
舞
〉、
狂
言〈
雷
〉、
能〈
恋
重
荷
〉。
参
加
メ
ン
バ
ー

（
シ
テ
方
）梅
若
万
三
郎（
団
長
）・
梅
若
万
佐
晴
・
伊
藤
嘉
章
・
加
藤
眞

悟
・
八
田
達
弥
・
梅
若
紀
長
・
長
谷
川
晴
彦
・
梅
若
泰
志
・
古
室
知

也
・
梅
若
久
紀
・
青
木
健
一
・
中
村
政
裕
・
梅
若
紀
佳
、（
ワ
キ
方
）安

田
登
、（
狂
言
方
）奥
津
健
太
郎
・
奥
津
健
一
郎
、（
囃
子
方
）小
野
寺
竜

一
・
久
田
舜
一
郎
・
大
倉
栄
太
郎
・
大
川
典
良
。
国
際
交
流
基
金
の
派

遣
に
よ
る
ケ
ル
ン
日
本
文
化
会
館
50
周
年
記
念
の
主
要
大
型
事
業
。

◎�

新
作
能〈
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
〉〈
長
崎
の
聖
母
〉ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

2
0
1
9

　

9
月
20
・
21
日
、
オ
デ
オ
ン
座（
ウ
ィ
ー
ン
）。
9
月
24
・
25
日
、
パ

リ
日
本
文
化
会
館（
パ
リ
）。
9
月
28
・
29
日
、
ワ
ジ
ェ
ン
キ
美
術
館
ロ

イ
ヤ
ル
シ
ア
タ
ー（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
）。
演
目
：
新
作
能〈
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
〉、

新
作
能〈
長
崎
の
聖
母
〉、
能〈
高
砂
祝
言
之
式
〉、
能〈
猩
々
乱
〉、
半
能

〈
天
鼓
〉、
狂
言〈
伯
母
ヶ
酒
〉、
狂
言〈
仏
師
〉。
出
演
：
清
水
寛
二
、
観

世
銕
之
丞
、
西
村
高
夫
、
柴
田
稔
、
山
中
迓
晶
、
長
山
桂
三
、
安
藤
貴

康
、
観
世
淳
夫
、
殿
田
謙
吉
、
小
笠
原
匡
、
小
笠
原
弘
晃
、
松
田
弘
之
、

林
大
輝
、
飯
田
清
一
、
白
坂
信
行
、
田
中
達
、
金
春
國
直
、
ヤ
ク
ブ
・

カ
ル
ポ
ル
ク
、
ニ
ー
ナ
・
フ
ォ
グ
、
ク
シ
シ
ュ
ト
フ
・
シ
ュ
チ
ェ
パ

ニ
ャ
ク
。
新
作
能〈
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
〉は
初
演
で
、
作
者
は
デ
ィ
ー
ト
ハ

ル
ト
・
レ
オ
ポ
ル
ド
氏（
心
理
学
博
士
・
墺
日
協
会
会
長
）。
清
水
寛
二

節
付
・
演
出
・
主
演
。
日
本
語
台
本
作
成
は
小
田
幸
子
。

◎M
arie-A

ntoinette - Reine fascinée par les roses -

『
～
薔
薇

に
魅
せ
ら
れ
た
王
妃
～ 

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』

　

10
月
8
日
。
パ
リ
、
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
国
立
劇
場
。
植
田
紳
爾
脚

本
。
植
田
紳
爾
、
梅
若
実
玄
祥
演
出
。
現
代
能〈
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ

ネ
ッ
ト
〉梅
若
実
玄
祥
、
福
王
和
幸
、
北
翔
海
莉
ほ
か
。
二
〇
一
七
年

国
立
能
楽
堂
に
て
初
演
、
パ
リ
で
の
初
演
と
な
っ
た
。

【
そ
の
他
の
新
し
い
試
み
】

◎�

横
浜
能
楽
堂
企
画
公
演
「
風
雅
と
無
常
─
修
羅
能
の
世
界
」
第
五
回

「
無
常
」

　

2
月
16
日
。
横
浜
能
楽
堂
。
能〈
朝
長
〉梅
若
紀
彰
、
梅
若
実
。
相
国

寺
僧
侶
に
よ
る
観
音
懺
法
会
入
り
。

◎
狛
江
能
楽
普
及
会
「
能
楽
“
普
及
人
”
に
な
る
講
座
」

　

1
月
28
日
、
2
月
4
・
18
日
。
狛
江
駅
前
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
。
普
及

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
中
村
昌
弘（
シ
テ
方
金
春
流
）・
栗
林
祐
輔（
笛
方

森
田
流
）・
鳥
山
直
也（
小
鼓
方
観
世
流
）の
三
氏
。
結
成
十
年
目
を
迎

え
て
、
能
楽
の
企
画
・
運
営
す
る
側
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
開

催
さ
れ
た
講
座
。

◎
大
槻
能
楽
堂
改
修
勧
進
能

　

4
月
6
日
。
大
槻
能
楽
堂
。
能〈
安
宅
勧
進
帳
・
延
年
之
舞
〉大
槻
文
蔵
、

狂
言〈
仏
師
〉善
竹
彌
五
郎
、
能〈
土
蜘
蛛
入
違
ノ
伝
〉梅
若
実
。

◎
第
一
回
『
獅
子
の
会
』
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7
月
18
日
。
宝
生
能
楽
堂
。
第
一
部　

本
公
演
：
能〈
忠
信
〉辰
巳
満

次
郎
、
舞
囃
子〈
鶴
亀
〉観
世
喜
之
、
小
舞〈
七
つ
子
〉三
宅
右
矩
、
一
調

〈
土
車
〉高
林
白
牛
口
二
・
飯
島
六
之
佐
、
仕
舞〈
室
君
〉井
上
貴
覚
、

〈
鮎
之
段
〉谷
大
作
、〈
鵜
之
段
〉出
雲
康
雅
、〈
夕
顔
キ
リ
〉寺
井
榮
、〈
隅

田
川
〉久
田
勘
鷗
、〈
雨
月
前
〉小
林
与
志
郎
、〈
梅
枝
〉大
坪
喜
美
雄
、

〈
船
弁
慶
キ
リ
〉上
田
拓
司
、
小
舞〈
祐
善
〉野
村
又
三
郎
、
舞
囃
子〈
安
宅

延
年
之
舞
〉金
井
雄
資
、
狂
言〈
二
人
大
名
〉茂
山
七
五
三
、
半
能〈
石
橋
〉

長
島
茂
。
第
二
部 

乱
能　

還
暦
記
念
：
舞
囃
子〈
高
砂
〉野
村
又
三
郎
、

仕
舞〈
橋
弁
慶
〉山
本
泰
太
郎
、
井
上
松
次
郎
、
狂
言〈
六
地
蔵
〉金
井
雄

資
、
辰
巳
満
次
郎
、
長
島
茂
、
井
上
貴
覚
、
金
野
泰
大
、
能〈
土
蜘
蛛
〉

怪
僧
守
家
由
訓
、
土
蜘
蛛
桜
井
均
、
頼
光
大
倉
慶
乃
助
、
小
蝶
茂

山
七
五
三
、
従
者
一
噌
幸
弘
、
独
武
者
藤
田
貴
寛
、
立
衆
江
野

泉
・
飯
嶋
六
之
佐
、
流
儀
と
世
代
を
こ
え
て
、
亥
年
生
ま
れ
の
能
楽
師

が
集
っ
た
企
画
。

◎
第
一
回
喜
多
流
養
成
会

　

8
月
28
日
。
喜
多
能
楽
堂
。
舞
囃
子
：〈
岩
船
〉友
枝
大
風
、〈
花
月
〉

大
島
伊
織
、〈
経
政
〉金
子
天
晟
、〈
鱗
形
〉友
枝
雄
太
郎
、〈
山
姥
〉谷
友

矩
。
仕
舞〈
羽
衣
〉友
枝
昭
世
。
舞
囃
子
：〈
老
松
〉髙
林
昌
司
、〈
敦
盛
〉

金
子
龍
晟
、〈
湯
谷
〉狩
野
祐
一
、〈
歌
占
〉佐
藤
陽
。
先
々
代
宗
家
喜
多

実
に
よ
っ
て
催
さ
れ
て
い
た
「
喜
多
流
養
成
会
」
に
ち
な
み
、
次
代
の

喜
多
流
を
担
う
、
十
代
二
十
代
の
若
手
の
研
鑽
の
場
と
し
て
設
け
ら
れ

た
会
。

◎
至
高
の
華　

蕾
か
ら
花
へ
～
第
二
章
・
二
夜

　

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
パ
ー
ク
大
阪
Ｔ
Ｔ
ホ
ー
ル
。
第
一
夜 

若
手
能
：

9
月
9
日
。〈
加
茂
〉大
槻
裕
一
、
仕
舞〈
恋
重
荷
〉梅
若
実
玄
祥
、
仕
舞

〈
竜
虎
〉赤
松
禎
友
・
山
崎
正
道
、
舞
囃
子〈
安
宅
滝
流
〉川
口
晃
平
、〈
口

真
似
〉茂
山
慶
和
、
半
能〈
石
橋
〉梅
若
基
徳
・
梅
若
雄
一
郎
。
第
二
夜 

師
弟
饗
演
：
9
月
10
日
。
舞
踊
「
三
番
叟
」
若
柳
吉
蔵
、〈
居
杭
〉茂
山

慶
和
・
茂
山
逸
平
・
茂
山
七
五
三
、
義
太
夫
謡
曲
「
二
人
静
」
井
上
安

寿
子
・
藤
間
勘
十
郎
・
梅
若
実
玄
祥
、
長
唄
「
雙
生
隅
田
川
」
藤
間
勘

十
郎
・
若
柳
吉
蔵
ほ
か
。

◎
コ
ラ
ー
ジ
ュ
～
能
に
よ
る
三
つ
の
情
景

　

11
月
13
日
。
石
川
県
立
音
楽
堂
。
居
囃
子
と
映
像
「
松
風
」
渡
邊
茂

人
・
川
瀬
隆
士
。
能
舞
と
バ
ッ
ハ
・
渡
邊
荀
之
助
、
能
と
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
「
展
覧
会
の
絵
」
渡
邊
荀
之
助
・
渡
邊
茂
人
・
松
田
弘
之
。

【
そ
の
他
】

◎
熊
本
震
災
復
興
祈
念
能
楽
公
演　

大
倉
会
「
音
と
舞
」

　

4
月
14
日
。
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
素
囃
子〈
揉
之
段
〉、

素
囃
子〈
鈴
之
段
〉、
舞
囃
子〈
高
砂
〉友
枝
雄
人
、
舞
囃
子〈
小
袖
曽
我
〉

菊
本
澄
代
・
菊
本
美
貴
、
舞
囃
子〈
百
万
〉松
井
笙
子
、
一
調〈
三
井
寺
〉

櫻
間
右
陣
・
大
倉
源
次
郎
、
舞
囃
子〈
船
弁
慶
〉狩
野
了
一
。

◎
能
楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
～
被
災
地
復
興
、
京
都
か
ら
の
祈
り
～

　

8
月
29
日
。
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
サ
ウ
ス
ホ
ー
ル
。
第
一
部
：
半

能〈
高
砂
〉河
村
和
晃
、
狂
言〈
盆
山
〉茂
山
忠
三
郎
、
能〈
殺
生
石
白
頭
〉

大
江
信
行
。
第
二
部
：
半
能〈
賀
茂
〉深
野
貴
彦
、
狂
言〈
呼
声
〉茂
山

千
五
郎
、
能〈
善
界
白
頭
〉片
山
九
郎
右
衛
門
。
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襲
名
・
そ
の
他

�

笛
方
藤
田
流
十
一
世
宗
家
藤
田
六
郎
兵
衛
の
逝
去
の
た
め
、
故
人
の
遺

言
に
よ
り
藤
田
流
宗
家
を
二
十
六
世
観
世
宗
家
観
世
清
和
が
預
か
り
、

藤
田
流
職
分
会
会
長
に
六
郎
兵
衛
氏
夫
人
の
藤
田
貞
枝
が
就
任
す
る
こ

と
が
、
平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
の
職
分
会
で
決
定
。
平
成
三
十
一

年
一
月
報
告
さ
れ
た
。。

�

シ
テ
方
金
剛
流
の
豊
嶋
三
千
春
が
、
五
月
十
九
日
に
彌
左
衛
門
を
襲
名

し
た
。栄

誉
・
受
賞

◎
名
古
屋
市
芸
術
賞
芸
術
奨
励
賞　

竹
市
学（
笛
方
藤
田
流
）

◎�

第
40
回
松
尾
芸
能
賞　

野
村
萬（
狂
言
方
和
泉
流
）・
宝
生
和
英（
シ

テ
方
宝
生
流
）

◎�

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
芸
術
文
化
勲
章
シ
ュ
バ
リ
エ（
騎
士
）　

梅
若
実

（
シ
テ
方
観
世
流
）・
浅
見
真
州（
シ
テ
方
観
世
流
）

◎�

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
芸
術
文
化
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ（
将
校
）　

野
村
萬

（
狂
言
方
和
泉
流
）

◎
京
都
市
文
化
功
労
者
表
彰　

今
井
清
隆（
シ
テ
方
金
剛
流
）

◎�

京
都
市
芸
術
新
人
賞　

大
江
信
行（
シ
テ
方
観
世
流
）・
茂
山
忠
三
郎

（
狂
言
方
大
蔵
流
）

◎
大
阪
文
化
祭
奨
励
賞　

浦
田
保
親（
シ
テ
方
観
世
流
）

◎
兵
庫
県
功
労
者
表
彰　

上
田
拓
司（
シ
テ
方
観
世
流
）

◎�

と
よ
し
ん
育
英
財
団
教
育
文
化
奨
励
賞　

井
上
松
次
郎（
狂
言
方
和

泉
流
）

◎
日
本
芸
術
院
賞
・
恩
賜
賞
・
新
会
員　

亀
井
忠
雄（
大
鼓
方
葛
野
流
）

◎
春
の
褒
章　

旭
日
双
光
章　

前
田
尚
廣（
シ
テ
方
宝
生
流
）

◎�

第
49
回
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
音
楽
賞（
邦
楽
部
門
）　

観
世
清
和（
シ
テ
方
観
世

流
）

◎
文
化
勲
章　

野
村
萬（
狂
言
方
和
泉
流
）

◎
秋
の
褒
章　

紫
綬
褒
章　

杉
市
和（
笛
方
森
田
流
）

◎
秋
の
褒
章　

旭
日
双
光
章　

武
田
宗
和（
シ
テ
方
観
世
流
）

◎�

文
化
庁
長
官
表
彰　

旅
川
雅
治（
株
式
会
社
能
楽
プ
ロ
代
表
取
締
役

社
長
）

◎�

観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞　

山
本
則
俊（
狂
言
方
大
蔵
流
）・

小
林
健
二（
能
楽
研
究
者
）

◎
催
花
賞　

宇
髙
通
成（
シ
テ
方
金
剛
流
）

日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係

◎
日
本
能
楽
会

【
役
員
構
成
】

《
会
長
》野
村
四
郎

《
副
会
長
・
常
務
理
事
》金
剛
永
謹

《
常
務
理
事
》観
世
清
和
・
亀
井
保
雄
・
豊
嶋
彌
左
衛
門
・
粟
谷
能
夫
・

山
本
東
次
郎

《
理
事
》梅
若
実
・
浅
見
真
州
・
金
春
安
明
・
髙
橋
忍
・
武
田
孝
史
・
宝

生
欣
哉
・
観
世
新
九
郎
・
亀
井
実
・
山
本
哲
也
・
小
寺
佐
七
・
茂
山
千
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作（
令
和
元
年
九
月
二
十
一
日
ご
逝
去
）・
野
村
萬
斎
・
宝
生
和
英
・
飯

冨
雅
介
・
杉
市
和

《
監
事
》小
林
与
志
郎
・
櫻
間
金
記

【
会
員
数
】
505
名

◎
能
楽
協
会

【
役
員
構
成
】（
二
〇
一
八
年
六
月
選
任
役
員
）

《
理
事
長
》観
世
銕
之
丞

《
専
務
理
事
》本
田
光
洋

《
常
務
理
事
》武
田
宗
和
・
香
川
靖
嗣
・
國
川
純
・
観
世
喜
正

《
理
事
》一
噌
隆
之
・
井
上
裕
久
・
大
倉
源
次
郎
・
大
藏
彌
太
郎
・
金
井

雄
資
・
桜
井
均
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
中
村
邦
生
・
成
田
達
志
・

野
村
又
三
郎
・
廣
田
幸
稔
・
藤
波
重
彦
・
宝
生
欣
哉
・
水
上
優
・
山
井

綱
雄
・
山
本
章
弘

《
監
事
》中
村
元
彦
・
丸
岡
圭
一
・
大
和
滋

《
顧
問
》野
村
萬
・
観
世
清
和
・
金
剛
永
謹

【
会
員
数
】
1
1
1
3
名（
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

シ
テ　

観
世
368　

金
春
98　

宝
生
163　

金
剛
66　

喜
多
46　

小
計
741
名

ワ
キ　

高
安
12　

福
王
16　

宝
生
22　

小
計
50
名

笛　
　

一
噌
10　

森
田
39　

藤
田
4　

小
計
53
名

小
鼓　

幸
28　

幸
清
8　

大
倉
17　

観
世
4　

小
計
57
名

大
鼓　

葛
野
9　

高
安
11　

大
倉
10　

石
井
9　

観
世
2　

小
計
41
名

太
鼓　

観
世
16　

金
春
18　

小
計
34
名

狂
言　

大
蔵
75　

和
泉
62　

小
計
137
名

支
部
別　

東
京
543
名　

名
古
屋
名
87
名　

北
陸
75
名　

京
都
143
名　

�

大
阪
133
名　

神
戸
42
名　

九
州
73
名　

本
部
扱
17
名

物
故
者

●
梅
原
猛

　

哲
学
者
。
1
月
12
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
93
。
大
正
14
年
生

ま
れ
。
ス
ー
パ
ー
狂
言〈
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
〉〈
ク
ロ
ー
ン
人
間
ナ
マ
シ
マ
〉

〈
王
様
と
恐
竜
〉、
ス
ー
パ
ー
能〈
世
阿
弥
〉な
ど
、
能
・
狂
言
の
新
作
を

多
数
手
掛
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

●
泉
嘉
夫

　

シ
テ
方
観
世
流
。
1
月
13
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
93
。
大
正

15
年
生
ま
れ
。
泉
泰
一
朗
の
次
男
。
父
お
よ
び
大
槻
十
三
に
師
事
。
旭

日
双
光
章
受
章
。

●
河
村
栄
重

　

シ
テ
方
観
世
流
。
2
月
2
日
、
逝
去
。
享
年
58
。
昭
和
35
年
生
ま
れ
。

河
村
隆
司
の
長
男
。
山
本
勝
一
お
よ
び
父
に
師
事
。

●
浅
見
眞
高

　

シ
テ
方
観
世
流
。
2
月
4
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
93
。
大
正

14
年
生
ま
れ
。
浅
見
眞
健
の
長
男
。
父
お
よ
び
武
田
太
加
志
に
師
事
。

●
旅
川
雅
治

　

株
式
会
社
能
楽
プ
ロ
代
表
取
締
役
社
長
。
3
月
2
日
、
逝
去
。
享
年

63
。
薪
能
や
ホ
ー
ル
で
の
舞
台
設
営
、
会
場
管
理
な
ど
能
楽
公
演
の
舞

台
監
督
お
よ
び
制
作
で
多
大
な
貢
献
を
成
し
た
。
文
化
庁
長
官
表
彰
を

没
後
に
受
賞
し
た
。
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●
三
王
清

　

大
鼓
方
葛
野
流
。
3
月
19
日
、
肺
腺
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
66
。

昭
和
27
年
生
ま
れ
。
三
王
禮
夫
に
師
事
。

●
武
田
欣
司

　

シ
テ
方
観
世
流
。
3
月
23
日
、
逝
去
。
享
年
84
。
昭
和
9
年
生
ま
れ
。

武
田
小
兵
衛
の
次
男
。
父
お
よ
び
片
山
博
通
、
九
世
片
山
九
郎
右
衛
門

に
師
事
。

●
谷
村
一
太
郎

　

シ
テ
方
観
世
流
。
6
月
30
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
85
。
昭
和

9
年
生
ま
れ
。
谷
村
直
次
郎
の
長
男
。
橋
岡
久
太
郎
お
よ
び
二
十
五
世

観
世
左
近
に
師
事
。
昭
和
47
年
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
。

●
太
田
宏
昭

　

カ
メ
ラ
マ
ン
。
能
楽
写
真
家
協
会
会
員
。
7
月
15
日
、
逝
去
。
享
年

64
。
写
真
家
・
村
上
ひ
ろ
し
に
師
事
。

●
石
原
昌
和

　

シ
テ
方
金
春
流
。
9
月
1
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
83
歳
。
昭

和
11
年
生
ま
れ
。
狂
言
方
大
蔵
流
石
原
昌
の
長
男
。
金
春
栄
治
郎
、
櫻

間
金
太
郎
に
師
事
。

●
茂
山
千
作

　

狂
言
方
大
蔵
流
。
9
月
21
日
、
膵
臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
74
。

昭
和
20
年
生
ま
れ
。
四
世
茂
山
千
作
の
長
男
。
祖
父
三
世
千
作
お
よ
び

父
に
師
事
。
京
都
市
芸
術
新
人
賞
、
京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
、
京
都
市

文
化
功
労
賞
、
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
、
旭
日
双
光
章
。

●
堂
本
正
樹

　

演
劇
評
論
家
・
劇
作
家
・
演
出
家
。
9
月
23
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。

享
年
85
。
昭
和
8
年
生
ま
れ
。
著
書
に
、『
僕
の
新
作
能　

堂
本
正
樹

能
楽
台
本
集
』（
私
家
版
）、『
古
典
劇
と
の
対
決
』（
能
楽
書
林
、

一
九
五
九
年
）、『
世
阿
弥
』（
劇
書
房
、
一
九
八
六
年
）な
ど
。
ま
た
、

『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
に
長
期
連
載
さ
れ
た
「
番
外
曲
水
脈
」
や
、
梅
若

実（
シ
テ
方
観
世
流
）・
大
槻
文
蔵（
シ
テ
方
観
世
流
）と
の
『
能
劇
の

座
』
で
の
復
曲
上
演
な
ど
、
番
外
曲
の
掘
り
起
こ
し
に
も
数
多
く
の
業

績
が
あ
る
。

●
木
月
孚
行

　

シ
テ
方
観
世
流
。
10
月
23
日
、
胸
部
大
動
脈
瘤
破
裂
の
た
め
逝
去
。

享
年
80
。
昭
和
14
年
生
ま
れ
。
木
月
靖
芳
の
四
男
。
二
十
五
世
観
世
左

近
に
師
事
。

●
観
世
元
信

　

太
鼓
方
観
世
流
宗
家
。
11
月
10
日
、
逝
去
。
享
年
88
。
昭
和
6
年
生

ま
れ
。
十
五
世
観
世
元
継
の
長
男
。
父
お
よ
び
叔
父
観
世
元
業
に
師
事
。

●
横
山
晴
明

　

小
鼓
方
幸
流
。
12
月
26
日
、
尿
管
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
84
。
昭

和
10
年
生
ま
れ
。
十
六
世
幸
祥
光
・
十
七
世
幸
正
影
に
師
事
。


